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|朗定例市議.

F IB月補正予算 1 

住
民
投
票
条
例
案
は

賛
成
5
、
反
対
四
で
否
決
さ
れ
ま
し
た

3億7，120万円

減額 32万円

2，657万円

3億9，745万円

ロ
月
定
例
市
議
会
は
、
ロ
月
1
日
か
ら
叩
日
ま
で
の
叩
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
予
算
関
係
け
件
、
条
例
関
係

4
件
、
決
算
関
係

2
件
、
請
願

2
件
、
陳
情

3
件
、
人
事
案
件
2
件
、
そ
の
他
1
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

住民投票条例案は記名投票で採決

一般会計

特別会計

企業会計

合計

企議会最終日に聞かれた本会議 (12月19日)

-
治
水
安
全
度
を
高
め
る
た
め

一
堤
防
を
兼
ね
た
市
道
整
備
に
着
手

ー
市
長
の
議
案
説
明
要
旨
i

平
成
十
三
年
は
、
大
洲
拠
点
地
区

(
東
大
洲
)
に
お
け
る
企
業
集
積
が

一
段
と
進
み
、
東
若
宮
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
治
水
安
全
度
を
よ
り

高
め
る
た
め
の
「
二
線
堤
を
兼
ね
た

市
道
」
の
整
備
に
係
る
用
地
買
収
を

本
年
度
で
終
了
し
、
平
成
十
四
年
度

か
ら
本
格
的
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
観
光
の
集
客
拠
点
と
な

る
ま
ち
の
駅
(
今
春
オ
ー
プ
ン
予

定
)
や
大
洲
城
天
守
閣
復
元
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
高
速
自
動
車
道
と
市

街
地
を
結
ぶ
接
続
道
路
に
つ
い
て

は
、
市
道
弁
天
田
野
々
線
が
既
に
完

成
し
、
来
年
度
に
は
市
道
田
口
徳
森

線
、
都
市
計
画
道
路
若
宮
天
満
線
が

完
成
の
見
通
し
で
、
都
市
基
盤
の
整

備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し

て
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

~主な予算を紹介します~

| 総務費 | 
活力とやすらぎのあるまちづくり

6，003万円

l 農林水産業費 I 

0水源の森林づくり 事業を補助します 669万円
。中山間地域等直接支払制度の対象農地を調査 97万円
。優良和牛生産振興のため優良血統雌子牛30頭を導入し

ます 60万円
。田合(新谷)の農道改良工事のための測量設計をします

400万円

0東若宮地区土地区画整理事業の負担金

O里獅子(平野)の獅子頭や衣装な
どを新しくします 230万円

。災害時に使うが救急箱 (50人
用)やテントなどの備品を

整備します 200万円

2 

12月定例会での議決事項など、詳しくは「おおず市議会だよりぬ34Jをご覧ください。
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4警
人堅
金覧
=量 双

貢京
が宣
言吉男
富岡 ら

山
鳥
坂
ダ
ム

・
中
予
分
水
計
画
に

関
す
る
大
洲
市
住
民
投
票
条
例
案

は
、
十
二
月

一
日
の
議
会
開
会
日
に

市
長
か
ら
の
意
見
を
付
け
て
提
案
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

十
九
日
の
最
終
日
に
、
肱
川
流
域

開
発
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報

告
が
あ
り
、
付
託
さ
れ
た
条
例
案
は

否
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
賛
成
、
反
対
双
方
の
立

場
か
ら
四
人
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
住
民
投
票
に

••••••••• • • • • • • • • 

反
対
の
議
員
か
ら
は
「
中
予
分
水
は

中
止
と
な
っ
て
お
り
、
時
機
を
逸
し

て
い
る
」
、
「
議
会
制
民
主
主
義
の
否

定
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
賛

成
の
議
員
か
ら
は
「
過
半
数
の
署
名

(
一
万
六
千
三
百
四
人
)
の
意
味
は

大
き
い
」
、
「
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
住
民
投
票
を
行
う
べ
き
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

の
結
果
、
反
対
多
数
で
条
例
案
は
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

••••• 

• 
• 

:ィ哲
.安心して

平成13年 9月、日本で

初めて牛海綿状脳症(い

わゆる「狂牛病J)の牛が

見つかりました。

現在、食肉にするすべ

ての牛について検査が行

われています。感染した

牛の肉が市場に出ないよ

う徹底した安全対策がと

られており、その感染経

路の解明も行われていま

す。

• • •• 

• 
• 
• 
• 
• 
• 
• • 
• 
• • •••••••••••••••••••••• 政

府
に
よ
る
安
全
対
策
の
徹
底

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

。

胞

化
す
る
こ
と
か
ら
、
正
式
に
は

牛
海
綿
状
脳
症

(
い
わ
ゆ
る
狂
牛
ど
う
ぞ
安
心
し
て
お
召
し
上
が
り

「牛
海
綿
状
脳
症
」
と
呼
ば
れ
て
い

け

病
)
の
原
因
物
質
で
あ
る
異
常
プ
リ

p
く
だ
さ
い
。

D
ま
す
。

尉

オ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ

ω伊
予
牛
も
安
全
宣
言

.叫
人
へ
の
影
響

明

る
牛
の
脳
や
脊
髄
な
ど
の
危
険
部
位

川

県
内
す
べ
て
の
牛
飼
養
農
家
に
つ

陶

発
症
し
た
牛
の
危
険
部
位

(脳

し

に
つ
い
て
は
、
十
月

一
日
か
ら
、
健

州

い
て
、
立
入
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

a
常
晴

・
眼
・
回
腸
遠
位
部
)
を
食
べ

m

o

i

、

m

目

正

康
な
牛
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
と
畜

胤
す
愛
媛
県
て
は
疑
わ
し
い
牛
は

w
る
こ
と
に
よ
り
感
染
す
る
こ
と
が
あ

の

(
食
肉
に
す
る
)
段
階
で
す
べ
て
取

明
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

刷
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一即

り
除
い
て
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
o

A
狂
牛
病
と
は

川

明

ま
た
、
十
月
十
八
日
か
ら
は
、
食

炉

牛
の
神
経
細
胞
の
細
胞
膜
に
結
合

U

但

肉
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
す
べ
て
の
牛

附
し
て
い
る
プ
リ
オ
ン

(タ
ン
パ
ク
質
附

韮

を
検
査
し
、
検
査
に
合
格

し

た

牛

肉

の

一
種
)
が
変
化
し
、
異
常
プ
リ
ォ

昌

司

、

。
省

閣

の
み
が
流
通
・販
売
さ
れ
て
し
ま
す

働

ン
と
な
る
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
お

酷

酬

も
ち
ろ
ん
、
牛
乳
や
乳
製
品
も
安
諮
り
、
や
が
て
神
経
に
異
常
を
き
た
し

水

醐

全
で
す
。

生
体
が
ま
ひ
し
て
立
ち
上
が
れ
な
く
な

捌

厚

ヰ

国
産
牛
肉
は
安
全

り
死
ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。
発
病

l

牛
肉
や
牛
乳
・
乳
製
品
を
食
べ
る
し
た
牛
の
脳
に
小
さ
な
穴
が
い
く
つ

こ
と
で
、
人
が
狂
牛
病
に
感
染
す
る
も
聞
い
て
、
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
空

••••••••••••••••• 
園
一
般
会
計
予
算
の
総
額

十
二
月
補
正
予
算
額
三
億
七
千
百

二
十
万
七
千
円
を
加
え
た
本
年
度
の

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
百
六
十
六

億
四
千
七
百
九
十
四
万
三
千
円

(前

年
同
期
比
七

・
三
%
減
)
と
な
っ
て

い
ま
す
。

圃
人

事

案

件

人
事
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

(
敬
称
略
)

教
育
委
員
会
委
員

池
田
陽
一
郎

(菅
田)《
再
任
》

人
権
擁
護
委
員

白
石
美
子
(
阿
蔵
)
《
再
任
》

• 
• • 

• 

• 
地域特牲を生かし

• 
• 

ノ

も
と
も
と
危
険
部
位
以
外
の
牛
肉

は
安
全
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

••••••• 
| 教育費 ) 
0上須戒少年自然の家の浴室・トイレ棟の設計を行います

530万円
O大洲小学校校舎改築のた

めの地質調査を します
384万円

•• • • • • • • • 

感染のおそれのある部位

• • • • • • • 
• • • 
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肱川の治水対策

中
予
分
水
計
画
が
中
止
と
な
り
、

山
鳥
坂
ダ
ム
事
業
は
肱
川
の

治
水
、
環
境
対
策
な
ど
の
た
め
に
計
画
が
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

肱
川
の
治
水
に
つ
い
て
、
国
土
突
通
省
の
資
料
を
参
考
に
し

て
、
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
治
水
対
策
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

、
め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

肱
川
の
特
徴
と
は
?

企河口ぎりぎりまで山カf迫る肱川特有の地形がよくわかります

--a圃
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て

司

'ta
い
る
肱
川
は
、
美
し
い
風

-EE--景
と
豊
か
な
文
化
を
は
ぐ

く
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

り
、
治
水
対
策
が
難
し
い
川
で
す
。

{特
徴
1
}
こ
う
配
が
緩
や
か
で

す
。重

信
川
の
河
口
か
ら
口
同
地
点

(
重
信
町
見
奈
良
)
で
の
標
高
は
約

l
o
o
mも
あ
る
の
に
対
し
て
、
肱

川
河
口
か
ら
初
回
地
点
(
柏
木
)
で

の
標
高
は
約
日

m
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。肱

川
は
、
こ
う
配
が
な
く
水
が
流

れ
に
く
い
川
で
す
。

【特
徴
2
}
河
口
(
長
浜
町
)
は
山

に
挟
ま
れ
広
が
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

吉
野
川

(徳
島
県
)
な
ど
通
常
の

川
と
違
い
河
口
が
狭
く
な

っ
て
い
る

た
め
洪
水
が
は
け
難
く
、
ま
た
、

川

と
山
に
挟
ま
れ
た
細
長
い
平
地
部
に

家
屋
が
あ
る
た
め
河
川
改
修
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

{特
徴
3
}
源
流
か
ら
河
口
ま
で
の

直
線
距
離
が
非
常
に
短
く
、
ま
た
支

流
の
数
が
全
国
で

5
番
目
に
多
い
川

肱川流域図

肱川は愛媛県の西南部に位置し、そ
の源は東宇和郡宇和町正信 (標高460
m)から発しています。途中、小田川、
舟戸川など数多く の支流をあわせなが
ら、大洲盆地を経て伊予灘に注いで、い
ます。

4 

で
す
。

肱
川
の
流
域
図
を
見
る
と
円
形

で
、
そ
の
中
心
の
大
洲
盆
地
に
洪
水

が
集
中
し
や
す
い
地
形
と
な

っ
て
い

ま
す
。

洪
水
対
策
は
、
ど
の
よ
う

な
計
画
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
?-a司圃

川
の
治
水
は
、

1
0
0
年

'dW幽
に
1
度
の
洪
水
に
対
応
で

・
・
・
圃

き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
都
市
を
流
れ
る
利
根
川、

荒

川
、
多
摩
川
、
淀
川
な
ど
は

2
0
0

年
に
1
度
の
洪
水
を
治
め
よ
う
と
し

て
お
り
、
四
国
の
吉
野
川
、
重
信
川

な
ど
は

1
5
0
年
に

1
度
の
洪
水
に

対
応
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

肱
川
の
治
水
安
全
度
を

l
/
1
0
0

(1
0
0年
に

1
度
)
と
す
る
計
画

は
過
大
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
は
、
い
つ
か
必
ず
や
っ
て
来

ま
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
万
全
の
治
水
対
策
が
必
要
で

す
。1

0
0
年
に

1
度
の
洪
水

と
は
?

-
四
四
圃

年
に

1
度
と
い
う
洪
水

岡
山
山
M
の
規
模
は
、
大
洲
地
点

目
・
・
・

で

の

洪

水

流

量

が

毎
秒
6
、
3
0
0
3m
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

治
水
計
画
で
は
、
そ
の
洪
水
を
上

流
ダ
ム
群
で
毎
秒
1
、
6
0
0
3m
調

節
し
、
堤
防
で
毎
秒
4
、
7
0
0
3m

を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
7
年
7
月
の
洪
水
は
、
東
大

洲
地
区
を
中
心
に
床
上
浸
水
5
0
2

戸
と
い
う
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
が
、
こ
の
時
の
大
洲
地
点
で
の
流

量
は
毎
秒
約
3
、
1
0
0
3m
で
し
た
。

近
年
の
高
知
県
や
名
古
屋
市
で
の

記
録
的
な
雨
に
よ
る
災
害
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
も
し
、
肱
川

流
域
に
あ
の
よ
う
な
大
雨
が
降
る
と

そ
の
被
害
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
と



広報おおず 2002 2月号

な
り
ま
す
。

堤
防
が
す
べ
て
完
成
し
た
と
し
て

も
l
/
1
0
0
規
模
の
洪
水
は
防
げ

ま
せ
ん
。
ダ
ム
に
よ
る
調
節
と
合
わ

せ
た
治
水
対
策
が
必
要
で
す
。

今
回
の
「
見
直
し
案
」
で

肱
川
の
治
水
対
策
は
ど
う

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
か
?

---a存
ダ
ム
群
(
鹿
野
川
ダ
ム

閉
山
肌
幽

と
野
村
ダ
ム
)
で
の
調
節

・
・
E
・

量
は
毎
秒
5
7
0
3m
で
す

が
、
ダ
ム
計
画
見
直
し
案
で
提
示
さ

れ
た
鹿
野
川
ダ
ム
の
改
造
や
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
に
よ
り
、
野
村
ダ
ム
と
合

わ
せ
た
洪
水
調
節
量
は
、
3
つ
の
ダ

ム
で
毎
秒
約
1
、
0
0
0
3m
と
な
り

ま
す
。

こ
の
毎
秒
1
、
0
0
0
3m
の
洪
水

調
節
量
は
、
計
画
調
節
量
に
と
ど
き

ま
せ
ん
が
、
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

に
よ
り
肱
川
の
治
水
安
全
度
は
一
段

と
向
上
し
ま
す
。
仮
に
堤
防
の
整
備

状
況
が
現
状
の
ま
ま
で
あ
っ
て
も
大

洲
拠
点
地
区

(
東
大
洲
)
に
お
け
る

治
水
安
全
度
は
、
現
在
の
同
年
に
1

度
か
ら
お
年
に
1
度
に
向
上
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

肱川の治水対策

ダ
ム
を
増
や
す
理
由
は
?

-E-a野
川
ダ
ム
の
改
造
と
堤
防

四円
j
必

で
洪
水
を
防
げ
ば
よ
い
と

・
・
・
固

い
う
意
見
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
治
水
対
策
は
不

十
分
で
す
。

昭
和
国
年
の
洪
水
で
は
、
死
傷
者

1
3
1
名
、
床
上
浸
水
6
、
9
4
0
戸、

さ
ら
に
2
年
後
の
昭
和
初
年
洪
水
で

は
死
傷
者
1
5
2
名
、
床
上
浸
水

7
、
2
2
9
戸
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
。そ

の
後
、
大
洲
市
な
ど
下
流
域
の

要
望
に
よ
り
鹿
野
川
ダ
ム
が
昭
和
担

年
3
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
鹿

野
川
ダ
ム
建
設
に
よ
り
肱
川
町
で
は

2
0
9
戸
の
家
屋
と
1
6
0
町
歩
の

田
畑
森
林
が
ダ
ム
湖
底
に
沈
む
と
い

う
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
い
ま
す
。

鹿
野
川
ダ
ム
の
改
造
に
は
肱
川
町

の
意
向
が
重
要
で
す
。
治
水
の
た
め

鹿
野
川
ダ
ム
湖
の
水
位
を
下
げ
る
と

ダ
ム
湖
周
辺
の
自
然
景
観
が
悪
く
な

り
、
ダ
ム
湖
利
用
に
も
支
障
が
生
じ

ま
す
。

あ
く
ま
で
も
鹿
野
川
ダ
ム
改
造
は

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
の
中
の
一
つ

と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
鹿
野
川

ダ
ム
の
改
造
だ
け
を
求
め
る
下
流
域

の
主
張
は
、
肱
川
町
で
は
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、

1
0
0
年
に
l
度
の
洪
水

に
対
応
す
る
た
め
に
は
鹿
野
川
ダ
ム

の
改
造
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

ダ
ム
の
治
水
効
果
は
ど
の

位
あ
る
の
で
す
か
?

.

.

.

.
 鳥
坂
ダ
ム
の
流
域
面
積
が

開

H
H
圃

全
体
の
約
5
%
で
治
水
効

.

.

.

.
 果
が
な
い
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
が
、
吉
野
川
に
あ
る
柳
瀬
ダ

ム
は
流
域
面
積
の
4
・6
%
、
早
明

浦
ダ
ム
は

H

・
1
%
で
大
き
な
治
水

効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
の
調
節
能
力
は
、
流
域
面
積

だ
け
で
は
議
論
で
き
ま
せ
ん
。

鹿
野
川
ダ
ム
の
流
域
面
積
は
全
体

の
約
お
%
で
す
が
ダ
ム
の
洪
水
調
節

容
量
は
現
在
1
、
6
5
0
万
3m
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
て
山
鳥

坂
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容
量
は
見
直
し

案

に

よ

る

と
1
、
4
0
0
万
3m
と

な
っ
て
い
ま
す
。

堤
防
に
よ
る
治
水
は
ど
う

な
り
ま
す
か
?

ち みは 慣 曙
る約IlH・

!と 55.話4竺E
O 、%圃園田園圃

河でで士在
口す)橋
カ昔、がのか肱
狭、完己川
く長成 dL直
広浜堤馳韓
げ町防川区
るだ整河間
余け備口(
地を率ま冨

大
洲
市
の
東
大
洲
地
区
、
菅
田
地

区
、
阿
蔵
地
区
、
多
国
地
区
な
ど
の

堤
防
整
備
に
よ
り
遊
水
池
が
な
く
な

る
と
、
河
口
の
狭
い
長
浜
町
で
は
、

水
が
い
っ
き
に
押
し
寄
せ
、
大
き
な

被
害
を
被
る
と
心
配
を
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
長
浜
町
で
は
河
口
を
広
げ

る
な
ど
の
対
策
を
す
る
余
地
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
ダ

ム
に
よ
る
調
節
で
洪
水
量
を
減
ら
す

こ
と
と
堤
防
と
を
上
手
に
組
み
合
わ

せ
た
治
水
対
策
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
国
に
お
い
て
は
公
共
事

業
費
の
削
減
が
い
わ
れ
て
お
り
河
川

改
修
予
算
の
削
減
が
心
配
さ
れ
ま

が
な
い
た
め
約
問
%
と
整
備
が
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
中
上
流
域
に
お
け
る

堤
防
整
備
は
、
下
流
域
に
流
れ
る
洪

水
量
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
が
前
提

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
中

上
流
域
の
整
備
は
そ
の
時
期
や
整
備

内
容
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

す
。
こ
の
た
め
、
最
下
流
域
の
長
浜

町
の
整
備
が
進
ま
ず
大
洲
市
の
堤
防

整
備
も
時
聞
が
か
か
り
、
な
か
な
か

進
ま
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

は
、
ダ
ム
下
流
域
全
体
に
効
果
が
発

揮
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上

流
と
下
流
と
の
均
衡
の
取
れ
た
堤
防

整
備
を
図
る
上
で
も
、

ダ
ム
に
よ
る

洪
水
調
節
は
必
要
で
す
。

肱
川
の
将
来
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
?

.....平成 7年7月の梅雨前線豪雨災害
(写真提供:毎日新聞社)

-a・
・

ム
計
画
見
直
し
案
に
示
さ

問

ぬ

・

れ
た
、
「
鹿
野
川
ダ
ム
の

.

.

.

.
 発
電
容
量
の
廃
止
」
や

「
選
択
取
水
装
置
の
設
置
」
、
「
山
鳥

坂
ダ
ム
と
鹿
野
川
ダ
ム
に
よ
る
渇
水

時
の
流
量
確
保
」
な
ど
、
様
々
な
肱

川
の
課
題
解
消
方
策
に
よ
り
、
肱
川

の
河
川
環
境
は
現
状
に
比
べ
改
善
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
治
水
、
利
水
な
ど
の
た
め

に
水
を
貯
留
す
る
と
い
う
ダ
ム
本
来

の
機
能
の
た
め
、
ダ
ム
内
に
貯
ま
っ

た
水
の
水
質
も
問
題
で
す
。
今
回
の

見
直
し
案
で
は
「
選
択
取
水
設
備
の

設
置
」
や
「
必
要
な
水
質
保
全
対
策

を
実
施
す
る
」
と
明
確
に
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
対
策
と
併
せ
て

発
電
容
量
廃
止
に
よ
る
発
電
の
た
め

の
貯
留
が
無
く
な
る
こ
と
か
ら
、
鹿

野
川
ダ
ム
湖
の
水
質
は
現
状
よ
り
改

善
さ
れ
ま
す
。

ダ
ム
湖
の
水
質
は
、
ダ
ム
湖
に
流

入
す
る
水
の
水
質
が

一
番
の
問
題
で

す
。
流
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
も
生
活

排
水
の
浄
化
な
ど
、
水
質
改
善
に
向

け
て
の
努
力
が
必
要
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
「
肱
川
清
流
保
全

条
例
」
を
平
成
日
年
6
月
に
制
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
事
業
者
や
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
美
し

い
肱
川
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

5 



広報ああず 2002 2月号

員

員
委

委
童

童

児

児

生

任
民
主

連

主
任
児

主
任
児

百
四
人
の
委
員
を
委
嘱

企社会福祉の向上に取り組む委員の皆さん (写真 :委嘱状伝達式)

任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の
改
選
が

行
わ
れ
、
次
の
一
覧
表
(
7
ペ
ー
ジ
)

の
と
お
り
民
生
児
童
委
員
八
十
四

人
、
主
任
児
童
委
員
二
十
人
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
委
嘱
に
伴
い
、
大
洲
市
民

生
児
童
委
員
協
議
会
の
役
員
は
、
次

の
と
お
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

二

富

山

宗

(

大

洲

)

副

会

長

矢

野

恒

雄

(

三
善
)

副
会
長
兼

女
性
部
長

芝

エ
ツ
子
(
大
洲
)

ぬ
く
も
り
の
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
て

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
よ

り
設
置
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
民
生
委
員
は
、
児
童
福

祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い

ま
す
。
ま
た
、
児
童
福
祉
を
専
門
に

担
当
し
活
動
す
る
主
任
児
童
委
員
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
任
期

は
平
成
十
六
年
十

一
月
三
十
日
ま
で

の
三
年
間
で
す
。

委
員
は
、
全
て
の
地
域
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
や
地
域
福
祉
の
向
上
に
務
め
、
市

民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児

童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相

談
内
容
や
秘
密
が
ほ
か
に
漏
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

ー
退
任
者
に
感
謝
状
j

今
回
退
任
さ
れ
た
十
九
人
の
前
委

員
に
、
大
洲
市
長
感
謝
状
並
び
に
愛

媛
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
在
任
期
聞
が
六
年
以
上
の

人
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
が

併
せ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

退
任
者

河
野
恵

一
、山
田
幸
一
、
石
村
英
子
、

新
武
賓
、
台
越
芳
明
(
大
洲
)
、
武

内
珠
子
、
中
野
麗
子
(
平
野
)
、
幸
野

盈
芳
、
漬
田
美
知
子
(
南
久
米
)
、
谷

本
幸
美
(
菅
田
)
、
栗
田
初
子
、
石
河

美
明
(
大
川
)
、
松
岡
久
美
雄
(
柳
沢
)
、

堀
川

治
、
亀
山
幸
一
(
新
谷
)
、
窪

田
哲
子
(
三
善
)
、
和
田
登
代
子
、
大

本
イ
ヨ
子
(
八
多
喜
)
、
上
田
瀧
子

(
上
須
戒
)

)
内
は
所
属
民
協

6 

日市

第
5
回
国
際
婦
人
デ
l

認
怠
講
演
会

たさ火による火災の予防 講演日ム五定

員
主

催

連
絡
先 題

立
川
百
恵
さ
ん

(え
ひ
め
生
活
協
同
組
合
名
誉
理
事
長
)

自
立
を
め
ざ
し
て

ー一

人
ひ
と
り
が

力
を
寄
せ
合
っ
て
1

平
成
比
年
2
月
担
日
間

午
後
l
時
加
分
1
3
時

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
階
ホ

l
ル

入
場
無
料
、
駐
車
場
あ
り

2
5
0
人
(
一
般
男
女
)

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

宮
⑫
4
7
6
4

(
松
元
ま
で
)

十
二
月
七
日

(金
)、
市
役
所
大
ホ
ー
ル
で
民
生
委
員

・
児
童
委
員
、

童
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
子
化
、
子
育
て
不
安
、
児
童
虐
待
問
題
な
ど
に
対
応
す
る
た
め、

童
委
員
が
九
人
増
員
さ
れ
、
関
係
機
関
な
ど
と

の
連
携
や
情
報
受
換
体
制
の
強
化
、が
図
ら
れ
ま

し
た
。

時場
たき火をするときは、必ず、バケツ。(凡などの消火準備をして、

ぷ〆 常に火の番を行い、

終わったら残り火

がないように水を

かけて完全に消火

しましょう 。

可2t
マ=つ

:弘tt¥，¥ 
¥.; ." 
音色
¥.; 
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2月号広報おおず 2002

新しい民生児童委員及び主任児童委員が決まりました
住所 氏 名 電話

成 自E 羽柴忠幸 27-0602 

大
蔵 )11 大下温子 27-0613 
蔵 )11 久保野克美 27-0912 

)11 
森 山 永見節子 27-0664 
蔵 )11 井口静恵 27一0513
相H 沢 山内幸子 25-5742 

相F相V i沢 崎阿美保子 25-5744 
藤 車電 穂積幸雄 25-5294 

J尺 田 処 森岡 猛 25-5007 
回 処 角田純恵 25-3653 
新 谷 野寄志げ子 25-0681 
新谷町 木村殆員 25-1985 

新 新 ~、コ+ 作田教郎 25-3502 
新 τfコ、ー 村 上正枝 25-4138 
新谷町 篠崎勝邦 25-4533 
新 谷 西山イツ子 25-0991 
喜 多 山 佐伯弘子 25-0463 

谷 恋 木 河野友和 25-0573 
新 谷 宮冗紀子 25-4129 
新谷町 都築静子 25-0017 
東字山 村上和子 26-1431 
多 田 矢野恒雄 26-1540 

善 東宇山 宇都宮美枝子 26-0094 
春 賀 阿部初子 26-0210 
人多喜町 泉 美佐子 26-1527 

}i、人多喜町 佐中目 虞 26-0027 
人多喜町 後藤松雄 26-1855 

~ 米 津 都築 賢 26-0689 
手 成 山中愛子 26-0483 

室 人多喜町 津田豊一 26-0710 
八多喜町 石山虞砂 26-0722 

上
上須戒 i可i!&I宗義 26-1287 
上須戒 白石タマヨ 26-1522 

須
上須戒 白石楽勇 26-1004 

戒
上須戒 丸本真由美 26-0782 

住所 氏 名 電話

田 口 松田吉勝 24-2653 
市 木 水本久美子 25-5305 
市 木 中野茂縫 25-3010 
東大洲 大塚年男 25-5829 

平 徳 本フに木 堀内栗子 25-3623 
徳 森 佐々木由子 25-0367 
徳 ホ升木< 佐子 宏 25-0679 
徳 本フに木 野田尾勝利 25-5781 
徳 本フに木 一宮公子 25-3622 
平野町平地 奥田利徳 24-4349 
平野町平地 浅野十代明 23-3910 

平 平野町平地 谷口ウメコ 24-6810 
平野町野田 井上 豊 24-5796 
平野町野凹 山田 j青 23-3659 

野 平野町野田 重田弘子 23-3410 
平野町野田 宮本恒美 23-4043 
平野町野田 星野 勇 23-4443 
車公 尾 出合 敏 24-6737 

南
ネ毎 )11 山本行夫 24-7546 
手前 手責 井上和子 24-7209 

久
長 i日口一 上野園隆 24-7412 

米
干市 積 新川欣子 24-7183 
里 木 金野智葱 23-5650 
菅田町菅田 辻 徳子 25-5081 
菅田町菅田 高田英典 25-3827 

菅 菅田町菅田 矢野喜代子 25-5968 
菅田町菅田 中岡 深 25-5420 
菅田町菅田 安藤光郎 25-3255 
菅田町宇津 西岡秀幸 27-0297 
菅田町宇津 西村芳子 27-0229 

田 菅田町大竹 中野善高 24-5856 
菅田町大竹 矢野正鮮 23-2905 
菅田町宇津 沖野こずえ 25-0461 

大 森 山 武田喜子 27-0129 
)11 森 山 小山忠光 27-0101 

住所 氏 名 電話

大 iftl 松 本 益雄 24-2406 
大 社H 叶 久子 23-3142 

肱 大 iffl 冗永省吉 24-4069 
大 決| 桝田恭 子 24-4094 
大 決| 西 尾 英樹 24-2656 
キ由 木 山口正泰 24-2391 

南 柚 木 白石成子 24-6246 
西大洲 岩野安行 24-5220 
柚 木 隅田静子 24-5659 
西大洲 西尾和 子 24-4166 

久
西大洲 梶谷繁 一 24-2619 
阿蔵 菊地厚生 24-4623 

米
阿 蔵 城戸辰雄 24-4377 
両 山 白石哲也 24-6261 
阿 蔵 白石美保子 24-5061 
中 村 丹羽ノブヱ 24-6379 
中 キナ 北林俊 官 24-3058 

nt 中 キナ 友松豊子 24-6404 
中 村 野津千代乃 24-5717 

北 中 キす 上野和文 24-5075 
常磐町 東原弘泰 24-3285 
中 キす 水池 一 代 23-2035 
4右ゃ { 邑 1賓田耕造 23-2661 
4右+ 

呂 大野照子 23-5476 
喜 若 呂 白居十郎 24-3318 

若 { 昌
4乙一 - エツ子 24-5380 

若 呂 玉川頼男 24-33881 
東大計十| 上野絹子 23-5451 
五 自日 青木真利恵 24-5668 
五 自R 野中 意 25-5787 
回 口 神田靖子 24-5744 

多 田 口 ー 呂 崇 24一7655
回 口 岡 和生 23-2500 
東大 洲 片山可代子 23-4733 

主任児童委員民生児童委員

「
自
分
の
結
婚
に
同
和
問
題
が
出

た
場
合
ど
う
行
動
す
る
か
」
と
い
う

問
い
か
け
に
は
、
「
た
と
え
家
族
が

反
対
し
て
も
、
つ
き
あ
い
を
や
め
る

よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
」
、
「
反
対
意

見
を
な
く
す
よ
う
私
た
ち
が
努
力
し

て
い
き
た
い
」
、
「
親
を
説
得
す
る
。

頑
張
る
」
な
ど
力
強
い
発
言
が
相
次

い
だ
の
で
す
。

高
校
生
た
ち
が
、
同
和
問
題
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
し
た
考
え
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
て
、
う
れ
し

「
わ
が
家
」

が
出
発
点

明
る
い
秋
の
陽
が
い
っ
ぱ
い
に
差

し
込
む
教
室
で
、
同
和
問
題
に
つ
い

て
の
学
習
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

去
年
の
秋
に
西
宇
和
郡
の
川
之
石

高
等
学
校
で
聞
か
れ
た
「
管
内
人

権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
「
高
校
部

会
」
」
で
の
こ
と
で
す
。

教
師
か
ら
の
「
結
婚
を
前
提
と
し

て
付
き
合
っ
て
い
る
時
、
同
和
問
題

が
結
婚
の
障
害
と
な
っ
た
場
合
、
あ

し
ん
せ
き

な
た
の
家
族
や
親
戚
の
方
は
ど
う
す

る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
か

け
に
対
し
て
、
「
私
の
親
は
喜
ん
で

賛
成
し
て
く
れ
る
」
と
言
っ
た
生
徒

が
い
ま
し
た
。
親
へ
の
信
頼
感
に
満

ち
た
発
言
で
し
た
。

く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
学
校
教
育
の
成
果
を
思

う
反
面
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
の
懸

命
な
努
力
よ
り
も
、
親
の
語
る
た
つ

へ
ん
け
ん

た
一
言
が
、
も
し
も
誤
っ
た
偏
見
に

基
づ
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
強
烈
に
子

ど
も
の
心
の
底
に
焼
き
付
き
、
子
ど

も
が
ま
た
、
誤
っ
た
考
え
を
持
ち
続

け
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
の
重
大
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

授
業
の
中
で
、
「
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
今
も
っ
て
話
し
合
わ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
怒
り
を
感
じ
る
」
と
ま

で
言
っ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
大
入

社
会
に
対
す
る
厳
し
い
意
見
と
と
れ

ま
し
た
。

次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い

考
え
を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た

ち
大
人
の
責
任
で
す
。

大
洲
市
が
目
指
し
て
い
る
「
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
足
元
の
「
わ
が
家
」

か
ら
人
権
尊
重
の
気
運
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
出
発
点
と
な
り
ま
す
。

? 
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(注) 土曜日及び日曜日は、行政機関の休日となっており、税務署
の窓口での執務は行っておりません。確定申告書の提出を希望
される場合は、郵送または税務署に設置されている時間外文書
収受箱を ご利用ください。

、.めお
所得税の

校長こ
、や ~ w 
大洲税務署

宮 24-3115

税の相談電話

公24-3635
税務相談室につなが、ります

所
得
税
(
平
成
十
三
年
分
)
の
確
定
申
告
の
受
付
が
二
月
十
六
日

か
ら
税
務
署
で
始
ま
り
ま
す
。
三
月
十
五
日
の
申
告
期
限
間
近
に
な

る
と
受
付
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
は
、
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な

5
な
い
人

V
商
売
を
し
て
い
る
人
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
人
、
不
動
産
収
入
の
あ

る
人
な
ど
で
、
平
成
十
三
年
中
の
所

得
の
合
計
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
収
入
が

二
千
万
円
を
超
え
る
人
、
二
カ
所
以

上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
、

給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
雑
損
控
除

や
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

@
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」

@
印
鑑

@
所
得
金
額
の
計
算
内
訳
書

@
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は

「
源
泉
徴
収
票
」

@
医
療
控
除
を
〓
ク

l

「
支
払

っ
た

」
ヘ
ヘ
プ
時

r

医
療
費
の
領

戸

い

怖

可

収

書

」

な

ど

保

健

、

@
社
会
保
険
控
除
の
あ
る
人
は
「
国

民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
介
護

保
険
料
な
ど
の
支
払
い
明
細
書
」

@
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は
「
支
払
保
険
料

の
証
明
書
」

@
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は
「
住
民
票
、
登
記
簿
謄
本
、

売
買
契
約
書
、
住
宅
取
得
資
金
に

係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明

書
」
な
ど

@
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
損
失

額
の
明
細
書
」
な
ど

ご
利
用
く
だ
さ
い
!

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

税
務
署
で
は
、
数
字
を
入
力
す
る

だ
け
で
自
動
的
に
申
告
書
が
作
成
で

き
る
「
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
」
を
置
い
て

い
ま
す
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
使
え
ば
自
分
で

書
い
た
申
告
書
の
計
算
が
簡
単
に
で

き
、
計
算
誤
り
を
防
ぐ
の
に
も
役
立

ち
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

郵
送
を
!

所
得
税
に
は
、

申
告
納
税
制
度
が

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も
よ

く
知
っ
て
い
る
納
税
者
が
自
ら
税
法

に
従
っ
て
所
得
と
税
額
を
正
確
に
計

算
し
て
、
申
告
・
納
税
を
行
う
も
の

で
す
。

税
務
署
と
市
役
所
税
務
課
お
よ
び

各
連
絡
所
の
窓
口
に

「
確
定
申
告
の

手
引
き
」
な
ど
を
置
い
て
い
ま
す
。

分
か
り
ゃ
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
上
、
申
告
書
は
自
分

で
書
い
て
税
務
署
へ
郵
送
し
て
く
だ

長」い
。

~所得税の確定申告説明会を開催~

日 時 2閏4日〈閏)-6日〈水〉
-午前9時30分~正午
-午後 l時30分~午後4時
大洲市総合福祉センター 2階(研修室)
.給与所得者で住宅借入金等特別控除
を申告される人

-受給している年金の申告が必要な人
※お問い合わせは、大洲税務署まま24-3115まで

場 所
対象者

六
淵
少
年
少
口
台
唱
団
発
表
会

第
七
回
の
発
表
会
に
向
け
て
、
団

員

一
同
張
り
切
っ
て
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
H
年
2
月
日
日

ω

午
後
2
時
却
分
開
演

場

所

国
立
大
洲
青
年
の
家

入
場
料
無
料

内

容

合

唱

(
ハ
ロ

l

・
シ
ャ
イ

ニ
ン
グ
ブ
ル
l
、
世
界
の
子
供
の
歌

ほ
か
)
、
ホ
ル
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト、

ピ
ア
ノ
に
よ
る
三
重
奏

主

催

大
洲
少
年
少
女
合
唱
団

問
い
合
わ
せ
先

平
小
学
校

告

(@
3
5
5
8
(祢
僻
ま
で
)

六
州
出
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス

第
7
図
書
の
コ
ン
サ
ー
ト

市
民
手
づ
く
り
の
音
楽
会
と
し

て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び
と
感
動

を
分
か
ち
合
い
た
い
と
願

っ
て
い
ま

す
。

口
H

平
成
比
年
3
月
2
日

ω

開
場
午
後
1
時

開
演
午
後
1
時
却
分

場

所

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

内

容

合
唱
、
独
奏
(
ピ
ア
ノ
、

フ
ル
ー
ト
な
ど
)

入
場
料
無
料
(
駐
車
場
は
有
料
)

主

催
大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス

問
い
合
わ
せ

先

宮

@
4
2
7
8

コンサー卜
ご案内

時

8 
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市県
久税
税務課市民税係

ft24ー2111内線128

の申告

市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
十
四
年
一
月

一
日
現
在
、
大
洲
市
に

住
所
の
あ
る
人
で
、
申
告
義
務
の
あ
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
必

ず
一二
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
義
務
の
あ
る
人

平
成
十
三
年
中
に
、
給
与
以
外
に

営
業
・
農
業
・
不
動
産
・

配
当
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
人

申
告
に
必
要
な
も
の

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

(
8
ペ

ペ
l
ジ

)
@
1
@
を
ご
持
参
く
だ
さ

申
告
の
必
要
が
な
い
人

・
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
ほ
か
に

所
得
が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

A

マ
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
す
る
人

申
告
相
談
に
つ
い
て

市
で
は
、
次
の
日
程
で
市
県
民
税

の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

市
役
所

税
務
課
と
各
連
絡
所
を
会
場
に
実
施

し
ま
す
。
申
告
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
、

ご
相
談
の
あ
る
人
は
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申告相談の日程表

地 区 算H 間 場 所

大 洲 2月18日間H2日倒市役所税務課

大 (大成) 2月25日(月)連絡所会議室

J11 (蔵J11) 2月25日(月)基幹集落センター

平 野 2月26日ω連絡所会議室

南 久 米 2月27日体)連絡所会議室

菅 田 2月28日休) 連絡所会議室

~~n 沢 3月1日(金)連絡所会議室

主回主 3月4日(月)連絡所会議室

J¥ コ$. 吾士号 3月5日閃 連絡所会議室

上 5頁 戒 3月6日(水) 連絡所会議室

幸庁 王ロ、3月7日休) 連絡所大ホール

午前 9時~午後 4時30分

庁lFZE!?静tおデ曜・日
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平
成
凶
年
4
月
か
ら
は
、
〈王
国
の
郵
便
局
や
金
融

機
関
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
、

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保

険
者
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
市
町
村
に
納
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
凶
年

4
月
か
ら
は
国

(社
会
保
険
庁
)
が

発
行
す
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
な
ど
を
通
じ
て
国
へ
納
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

-R
納
付
窓
口
が
広
が
り
ま
す
。

現
在
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、
市
町
村
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
金

融
機
関
な
ど
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
日
年
4
月
以
降

は
、
全
国
の
郵
便
局
、
銀
行
、
農
協
、

漁
協
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
国

民
年
金
基
金
な
ど
で
納
付
で
き
る
よ

う
窓
口
を
拡
大
し
、
今
ま
で
以
上
に

納
め
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
全

国
ど
こ
の
社
会
保
険
事
務
所
で
も
納

め
ら
れ
ま
す
。

女
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座
振
替
を

利
用
す
る
場
合
、
保
険
料
は
毎
月
、

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く

確
実
で
す
。

こ
の
機
会
に
口
座
振
替

を
ご
利
用
下
さ
い
。

女
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
ご
利
用
に
な
れ
ま

す
。

現
在
、
口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料

を
納
付
し
て
い
る
人
は
、
希
望
に
よ

り
今
ま
で
ど
お
り
口
座
振
替
が
利
用

で
き
ま
す
。
平
成
比
年
2
月
か
ら
3

月
に
か
け
て
、

社
会
保
険
庁
か
ら
口

座
振
替
に
つ
い
て
の
詳
し
い
通
知
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
よ
く
読
ん
で
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

-R市
の
窓
口
で
は
納
付
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

平
成
比
年
4
月
か
ら
は
、

市
役
所

国
民
年
金
係
の
窓
口
や
納
税
組
合
な

ど
の
地
区
を
通
し
て
の
納
付
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)
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2月号

受
通
傷
害
保
険

広報ああず 2002

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
各
世
帯
に
申
込
書
(
住
所

・
氏
名
を
記

入
済
み
の
も
の
)
を
配
布
し
ま
す
。
万

一
の
場
合
に
備
え
て
、

家
族
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

、v
な
お
、
区
入
り
し
て
い
な
い
人

で
、
肱
南
・
久
米

・
肱
北
・
喜
多

・

平
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
市
役

所

(
3
階
)
総
務
財
政
課
交
通
安
全

係
へ
、
連
絡
所
の
あ
る
地
区
に
住
ん

で
い
る
人
は
最
寄
り
の
連
絡
所
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

F

-

字
、
土
7

4
a
vu¥

必男

保
険
料

1
口

4
8
0
円

(中
途
申
し
込
み
は
月
額

ω円
)

2
口

9
6
0
円

(中
途
申
し
込
み
は
月
額
別
円
)

※
1
人
2
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

活

保
険
期
間

恥

平
成
比
年
4
月
1
日
か
ら

1
年
間

似
支
払
わ
れ
る
保
険
金

論
保
険
金
の
例

制

〈
最
高
額
〉
死
亡
し
た
場
合

1
口
に
つ
き
・:
1
0
0
万
円

〈最
低
額
〉
治
療
期
間

1
週
間
未
満
の
場
合

1
口
に
つ
き
::・
:
:
5
千
円

※
金
額
は
、
治
療
期
間
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

31318 
ぢら

受信関槌

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
と
き

日
本
国
内
に
お
い
て
、
自
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
、
列
車
な
ど

に
乗
っ
て
追
突
、
つ
い
落
、

て
ん
覆

し
た
事
故
や
歩
行
中
に
こ
れ
ら
の
車

両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
り

し
た
事
故
に
対
し
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

万
一
、
事
故
に
遭
っ
た
時
は

自
損
事
故
に
よ
る
け
が
で
も
、
軽

い
け
が
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
し
て
い

な
い
と
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

保
険
金
の
請
求
を
!

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
て

い
た
人
で
、
交
通
事
故
な
ど
で
負
傷

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
金
の

請
求
を
忘
れ
て
い
る
人
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
交
通
安
全
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
3
2
3
)
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一
果

思
い
を
つ
な
い
だ
ね
京
の
定
す
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…

一
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亡

i
大
洲
市
駅
伝
大
会
で
3
つ
の
大
会
新
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j

一
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J
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電
議
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へ

輔
圏
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圃
園
圃
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i
副
月
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ι
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，

¥
p
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↑
気

く

1

込
論
調
語
調
噌
〆
、

re
-、量

-h
4

戸
一巌
d

vt&以
4

一冗
い

へ

~

議

議

事

監

昆
包
一「

人

員

企

…

~

十
二
月

一
日
出
、
恒
例
の
駅
伝
大
会
駐
車
場
前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

~

一
が
開
催
さ
れ
、
三
十
三
チ
l
ム
が
四
部
市
内
各
地
を
巡
る
コ
1
ス
沿
い
か
ら

~

寸
門
に
分
か
れ
て
初
冬
の
大
洲
路

で

健

脚

の

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
次
の
選
手
が

~

十
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

待
つ
中
継
地
点
へ
と
た
す
き
を
つ
な

)

一

大
洲
市
役
所
玄
関
前
で
の
開
会
式
で
ぎ
、
ゴ
l
ル
の
市
民
会
館
を
め
ざ
し
ま

一

~
は
、
桝
田
興

一
名
誉
大
会
長
、
小
泉
紘
し
た
。

十

一
文
大
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

二
百

特

に

、
中
学
生
の
健
闘
が
目
立

っ
た

一

ベ
九
十
九
人
の
参
加
者
を
代
表
し
て
清
水
大
会
と
な
り
、
中
学
校
男
子
の
部
・
同

~

十
英
志
さ
ん

(大
洲
南
中
三
年
生
)
が
選
女
子
の
部
の
二
部
門
で
三
つ
の
大
会
新

~

い
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

記
録
が
出
ま
し
た
。

一

~

午
後

一
時
三
十
分
、
号
砲
と

と

も

な

お

、

各

部

門
の
上
位
三
位
ま
で
の

十

~
に
、

一
区
の
選
手
た
ち
が
市
役
所
立
体
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

十

一

一一
議
一議
一
一
一一
議
一一

一
一
一一

一
一
一
一
寸
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広報おおず 2002 2月号

活~
ハ区、

ネ
の
本
に
託

L
マ

、
弘
r 
-圃・・・・・

大
洲
市
で
は
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
、
花
と
緑
の
公
園
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、
冨
士
山
に
「
市
民
の
森
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
大
切
な
思
い
出
を
一
本
の
木
に
託
し
、
あ
な
た
自
身
の
手
で

植
樹
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
八
回
市
民
の
森
記
念
植
樹

四
月
二
十
九
日
側

緑
の
日
午
前
十
時
か
ら

市
民
の
森
(
富
士
山
南
側
斜

面
・
家
族
旅
行
村
オ
l
ト
キ

ャ
ン
プ
場
入
口
付
近
)

対
象
者

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
(
大
洲
出

身
で
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
及
び

市
内
の
団
体
・
法
人
を
含
む
)

②
平
成
十
三
年
四
月

一
日
か
ら
平
成

十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間

に
何
ら
か
の
慶
事
を
迎
え
た
人
、

ま
た
は
迎
え
る
人

樹
木
の
種
類
キ
ン
モ
ク
セ
イ

費
用

一
万
円

(プ
レ
ー
ト
代
、
支
柱
代
を
含
む
)

申
込
期
限
四
月
五
日
幽

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
行
政
係

包
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

日
時

場
所

平成13年度市立博物館特別展

市立博物館では、館蔵資料の中から、

ルーブル美術館の複製画展を 2期に分け

て開催します。

印象派の前期、中期、後期の作家の代

表作や新印象派の作家の作品などをそ

ろってご鑑賞いただけます。

2期にわたる展示各品はすべて、所蔵

美術館の認可作品権の許可を受けた完全

な作品群です。

ぜひ、ご来館の上ご鑑賞ください。

期 間

〈前期> 2 月 1 日幽~ 3 月 28 日 (木)

〈後期> 4 月 3 日附~ 5 月 30 日 (村

場 所

大洲市立博物館特別展示室(中村)

開館時間 午前 9時~午後4時30分

休館日 毎週月曜日

祝祭日

問い合わせ先

大洲市立博物館

宮 24-4107

藤
樹
先
生
略
伝
⑧

小
川
村
の
母
の
も
と
へ

寛
永
十

一
(
一

六
三
四
)
年
、
与

右
衛
門

(藤
樹
)
は
、
若
党

(若
い

家
臣
)
と
二
人
で
肱
川
を
長
浜
へ
下

り
、
瀬
戸
内
海
を
通
り
、
浪
速

(大

阪
)
か
ら
淀
川
を
上
り
京
都
に
着
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
与
右
衛
門
は
、
脱

藩
し
た
自
分
に
同
行
し
た
若
党
の
身

を
案
じ
、
残
り
の
銀
銭
の
大
半
を
与

え
て
大
洲
へ
帰
そ
う
と
し
ま
し
た
。

祖
父
の
代
か
ら
の
忠
実
な
若
党

は
、
「
い
つ
ま
で
も
お
仕
え
し
た
い
」

と
泣
い
て
頼
み
ま
し
た
が
、
心
を
こ

め
て
諭
す
与
右
衛
門
の
説
得
に
応

じ
、
大
洲
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
、
脱
藩
し
た
武
士
は
追
い
討

ち
か
、
捕
ら
え
ら
れ
て
切
腹
を
命
ぜ

ら
れ
る
か
の
重
罪
で
し
た
。
与
右
衛

門
は
京
都
で
友
人
の
家
に
と
ど
ま

り
、
謹
慎
し
て
百
日
余
り
藩
命
を
待

ち
ま
し
た
が
、
大
洲
か
ら
は
な
ん
の

お
と
が
め
も
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し

た
与
右
衛
門
は
、
そ
の
年
も
押
し

迫
っ
て
、
よ
う
や
く
小
川
村
の
母
の

も
と
へ
帰
り
着
い
た
の
で
す
。

新
し
い
生
活

年
が
明
け
、

与
右
衛
門
は
望
み
が

か
な

っ
て
、
毎
日
母
親
に
孝
養
を
つ

く
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
平
和
な
生
活
で
し
た
が
、
収

入
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
わ
ず

か
に
残

っ
て
い
た
お
金
で
酒
を
買

)
 

-1
 
(
 

い
、
こ
れ
を
自
分
の
家
で
売
り
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
商
売
を
始
め
て
み
る

と
、
「
て
い
ね
い
で
正
直
な
酒
屋
さ

ん
」
と
し
て
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
持
っ
て
い
た
自
分
の
万
を
銀

十
枚
で
売
り
、
そ
れ
を
資
本
に
米
を

買
い
農
民
に
貸
し
て
、
利
息
を
生
活

の
た
し
に
し
ま
し
た
。
貧
し
い
人
た

ち
に
も
安
い
金
利
で
ど
し
ど
し
貸
し

た
の
で
、
借
り
て
い
る
方
が
気
の
毒

が
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
生
活
は
苦
し

く
、
大
洲
の
友
人

(中
川
善
兵
衛
)

に
、
預
け
て
い
る
万
と
脇
差
を
、
捨

て
値
で
売
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
手

紙
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
貧
し
い
な
が

ら
母
と
の
生
計
を
支
え
、
穏
や
か
な

心
で
学
問
に
励
み
ま
し
た
。

与
右
衛
門
は
、
職
業
は
う
わ
べ
だ

け
の
こ
と
で
あ
り
、
大
切
な
の
は
、

「
人
間
と
し
て
自
己
の
完
成
を
め
ざ

し
て
努
力
す
る
こ
と
だ
」
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
酒
は
生
活
の
必

需
品
で
、
適
度
に
飲
め
ば
人
間
関
係

を
円
滑
に
す
る
と
も
言
っ

て
い
ま

す
。二

十
八
歳
に
な

付
た
こ
の
年

(寛

永
十
二
年
)
に
は
易
の
研
究
も
始
め

ま
し
た
。
最
初
は
、
京
都
に
出
て
師

に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
額
な
謝
礼
や
受
講
期

間
な
ど
の
喚
榊
か
ら
独
学
す
る
こ
と

に
し
、
「
周
易
啓
蒙
」
と
い
う
本
を

手
に
入
れ
、
易
を
究
め
ま
し
た
。

11 
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平成14年 1月 1日まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、231，866，488円
です。

え洲城

かわら版

2巳復

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第 1係

天
守
台
石
垣
の
発
掘
調
査
を
実
施

まま24-2111

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

十
三
年
十
月
か
ら
十

一
月
の
約

一
カ

月
間
に
わ
た

っ
て
、
天
守
台
石
垣
の

発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
石
が
割
れ
て
石
垣
が
崩
落
す
る

危
険
性
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
の
改

修
工
事
に
伴
う
調
査
で
す
。

調
査
を
行
っ
た
の
は
、
天
守
台
石

垣
西
面
(
井
戸
曲
輪
側
)
の
北
西
隅

付
近
で
、
幅
約
四
円
高
さ
約
0
・

九

m
の
範
囲
。
石
垣
を
解
体
し
て
積

み
直
げ
工
事
と
と
も
に
、
石
垣
裏
側

の
栗
石
と
呼
ば
れ
る
河
原
石
を
詰
め

込
ん
だ
部
分
に
つ
い
て
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

調
査
は
、
ま
ず
解
体
前
に
図
面
・

写
真
に
よ
り
詳
細
な
記
録
を
取
り
、

一
石

一
石
に
番
号
を
付
け
て
取
り
外

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
裏
側
の
栗
石

部
分
を
調
査
し
た
後
に
、
解
体
前
の

記
録
を
基
に
元
通
り
に
積
み
直
し
ま

し
た
。
解
体
し
た
石
は
大
き
な
石
が

五
個
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
中
に
は
重
量

が
約
七
百
い月
の
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。

A石垣解体の様子。石の撤去はクレーンを用いて行った

....大きく割れた石
写真中央やや上に直径約15cmの
木根が入り込んで、いた

大
き
く
割
れ
た
石

調
査
前
、
割
れ
て
外
側
に
大
き
く

飛
び
出
し
た
石
が

一
石
あ
り
、
こ
れ

が
崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
、
今
回
の
改
修
工
事
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
石
の
上
側
の
石
を
ク
レ
ー
ン

で
つ
り
上
げ
て
順
に
取
り
除
い
て
い

く
と
、
割
れ
た
石
が
姿
を
現
し
て
き

ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
直
径
十
五
四

ほ
ど
の
木
の
根
が
石
の
割
れ
目
に
入

り
込
ん
で
お
り
、
こ

の
根
が
石
を
完

全
に
二
つ
に
割
っ
て
、
外
側
に
大
き

く
押
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
石
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
石

に
取
り
替
え
る
な
ど
の
案
も
あ
り
ま

し
た
が
、
大
洲
城
は
史
実
に
忠
実
な

復
元
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
貴
重
な
文
化
財
を
保
護
し

た
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
で
き
る
だ

A補修用の鈴 (かすがい)
銭はステンレス製で10・18cmの2種類のものを
5か所に使用

ー、
け
今
あ
る
も
の
を
再
利
用
す
る
と
い

う
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。

補
修
は
、
特
殊
な
セ
メ
ン
ト
で
接

着
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
補
強
す
る
た

か
す
泊
い

め
に
鎚
で
固
定
し
ま
し
た
。
鑓
は
鉄

製
の
も
の
は
錆
び
て
膨
張
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
も

の
を
使
用
し
ま
し
た
。

セ
メ
ン
ト
及
び
鑓
は
な
る
べ
く
石

垣
の
表
面
に
現
れ
な
い
よ
う
配
慮

し
、
石
垣
全
体
の
外
観
を
損
ね
な
い

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

石
垣
の
な
か
に
石
垣
了
・

石
垣
を
取
り
外
し
、
石
垣
裏
側
の

栗
石
も
取
り
除
い
て
い
く
と
、
内
側

約

一
・
一一一
m
の
位
置
に
現
石
垣
と
並

行
し
て
延
び
る
別
の
石
垣
(
内
石
垣

と
呼
ぶ
)
が
現
れ
ま
し
た
。
最
大
で

約

一
・
七

m
の
深
さ
ま
で
掘
り
下
げ

ま
し
た
が
、
内
石
垣
は
さ
ら
に
下
へ

続
い
て
い
ま
し
た
。

内
石
垣
は
、
外
石
垣
と
同
じ
石
材

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
外
石
垣
に
比

べ
小
振
り
な
石
に
よ
り
積
み
上
げ
ら

企姿を現した内石垣①(西より)
写真手前が外側の石垣。その奥が今回姿を現し
た内石垣

12 

....姿を現した内石垣② (南より)
内石垣が外石垣と並行して伸びている様子

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
石
の
加
工
が

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
積
み

方
も
全
体
的
に
や
や
粗
雑
な
も
の
で

し
た
。

こ
の
内
石
垣
の
性
格
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
の
調
査

で
は
内
石
垣
の
ご
く

一
部
を
調
査
し

た
に
過
ぎ
ず
、
は
っ
き
り
と
し
た
答

え
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

O
外
石
垣
を
築
く
際
に
作
ら
れ
た

土
留
め
と
し
て
の
石
垣
。

O
外
石
垣
が
築
か
れ
る
以
前
に
作

ら
れ
た
古
い
石
垣
。

今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
栗
石

部
分
か
ら
瓦
の
破
片
な
ど
が
約
百
点

出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

今
後
整
理
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
平
成
十

一
年
度
に
実
施
し
た
天

守
部
分
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
併

せ
、
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。



12/9 わたしが描いた「レンガのある風景J

hEa 

町
V
一

日掛

明治34年に建築され、銀行、警察署、商工会議所として使われていた「おお
ず赤煉E館J(市指定文化財)の築100周年記念絵画コンクールの表彰式が行わ
れました。応募176点のうち、小学生1年生から64歳の男性まで28人の受賞者
に賞状と副賞が桝田市長から手渡されました。

12/14 ~通安全は家庭から

子どもたちを突通事故から守るため、地域の母親を対象に交通安全指導者を
養成する講習会が大洲市役所大ホ ルで関かれました。八幡浜地方局管内から
約80人が参加し、 JAF(日本自動車連盟)職員による講演やビデオ上映など
が行われました。

13 

• 

12/19 お台所もきれいになりました

貴重な文化財の保護に努めようと、大洲史談会 (中)11-生会長)による大洲城憶
のすす払いが行われました。会員約10人が、台所、高欄、苧綿の3櫓の清掃や周辺
の草刈りなどを行いました。また、高い場所はクレーン車(¥掬四電工の無償協力)
により、隅々まで丁寧にすすを払いました。

12/ f 祝! 内親王愛子さまご誕生

平成13年12月1日午後2時43分、皇太子妃雅子さまが、内親王 敬宮 (とし
のみや)愛子さまをご出産になりました。このため、市役所ロビーでもお祝い
の記帳所が設けられました。約600人の市民の皆さんが記帳を行い、記帳簿は
宮内庁に送られました。

4二逼画面b

人権週間がはじまったこの目、人権意識の高揚を呼びかけるため、市内企業
啓発訪問の出発式が大洲市役所で行われました。また、期間中、「育てよう
人人の人権意識」を重点目標に街頭での啓発や様々 な行事が行われました。
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あなたの健康を

サポートします

2
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
}

0
2
月

5
日

ω
平
成
日
年

1
月
生
※

0
2
月
日
日
同

平

成

日
年
9
月
生

0
2
月
四
日

ω
平
成
ロ
年

7
月
生

受
付
時
間

日
時
1
日
時
却
分

持

参

品

母

子

手

帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
2
月
辺
日

ω
平
成
日
年
4
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

l
m時

持

参

品

母

子

手

帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

-・=町三宮置雄司=仰~"fd巨-

2月3日(日)小川整形医院(三の丸)

まま23-5596

2月10日(日)中 塚内科(西大洲)

ft24-0606 

石村病院(長浜)

ft52 -0275 

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】

0
2
月
お
日
開

相
談
時
間
叩
時
1
正
午
、
日
時
1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

予
約
制

骨
髄
パ
ン
ク
に
登
録
を
!

骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移
植
)
と
い
う

あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血
病
な
ど
の
血

液
難
病
の
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は

患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者
(
ド
ナ
l
)
の

白
血
球
の
型

(H
L
A
型
)
を
一
致
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
確
立
は

兄
弟
姉
妹
で

4
人
に

1
人
。
そ
れ
以
外

で
は
数
百
人
か
ら
数
万
人
に

l
人
と
ま

れ
な
た
め
、
ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が

移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

全
国
の
ド
ナ
l
登
録
犯
万
人
を
目
標
!

愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
パ
ン
ク
登
録
窓

口
」
を
開
設

l
r

)

し
て
い
ま
す
。

「川
J

の
〉
品

〆

山

、
平

h

u

f

C
宮

E

m歳
か
ら
印

t
uμ

M
J
m誤

歳
ま
で
の
健

φ

人
いUK
β
判

開

吋

州

康
・
な
人
は
ぜ

d
&
f伊
」
/
縮
刷
鯛

ひ
登
録
を
!

(

毎
週
火
曜
日
巴
登
録
窓
口
を
開
設
!

最
寄
り
の
登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
市
北
浜
1
1
3
|訂

八
幡
浜
中
央
保
健
所
保
健
企
画
課
医
療

係

企
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

2月11日(月)東大洲城戸眼科(東大洲)

ft24-1010 

-I~:~園長官官:置E圃i伝・・

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・ 夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

2月17日(日)大久保内科医院(八多喜)

ft26-1131 

2月24日(日)浦 岡医院(三の丸)

ft24 -2024 

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火
曜
日

日
時
i
正
午

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第
3
火
曜
日

目
時
1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金
曜
日

日
時
1
日
時

【
H
T
L
V
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
i
金
曜
日

9
時
1
凶
時
却
分

【
女
性
の
健
康
相
談
}

O
第

3
木
曜
日

団
時
1
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
}

O
第

4
木
曜
日

日
時
1
凶
時

{ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

受
付
時
間
立
時
却
分
1
日
時
泊
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

2
月
7
日
同

市
立
大
洲
病
院

山
時
1
正
午

国
土
交
通
省
四
園
地
方
整
備
局

大
洲
工
事
事
務
所

日

時
却
分
1
M
時

2
月
羽
目
附

附
ベ
ス
ト
電
器
東
大
洲
庖

叩
時
1
正
午

大
洲
ホ

l
ム

日
時
却
分
1
U
時
却
分

ア
イ
パ

ッ
ク
ス

日
時
1
随
時
却
分

市立大洲病院(西大洲)

包 24-2151

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲記念病院(徳森)

合 25-2022

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

21訓多係
月 IJP

新
着 IAA"AAi9 
図 lo't'-t

書

「
勝
ち
ぐ
せ
」
人
生
を
生
き
ろ
!

渡
部
昇

一
著

痛
快
!
歴

史

人

物

桂

文

珍

著

日
本
史
モ
ノ

事

典

平

九
社
編

グ
ツ
パ
イ
・
マ
ミ
l

ケ
ニ

l
野
村
著

北

海

道

列

車

の

旅

矢

野

直

美

著

オ
サ
マ
・
ピ
ン
ラ
デ
イ
ン

エ
レ

1
ン
・
ラ
ン
ド
l
著

「
中
東
問
題
」
が
わ
か
る
!

大
人
の
参
考
書
編
纂
委
員
会
編

あ
な
た
が
払

っ
た
税
金
の
使
わ
れ
方

，d
1

中
小
川，

井
堀
利
宏
著

東
京
の
窓
か
ら
日
本
を
石
原
慎
太
郎
著

倒
産
長
者

中
嶋

隆

著

完
全
無
敵
の
老
人
学
和
田
秀
樹
ほ
か
著

グ
レ
た
娘
と
つ
き
あ
う
法

ア
デ
ア

・
ラ
l
ラ
著

教
育
を
問
う

日

本

経

済

新
聞
社
編

体
内
年
齢
を
若
く
す
る
本

主
婦
と
生
活
社
編

宇
宙
を
支
配
す
る

6
つ
の
数

マ
l
テ
ィ
ン
・

リ
1
ス
著

世
紀
を
越
え
て
広
が
る
「
毒
」

イ
チ
ノ

ヘ
ヨ
シ
ユ
キ

一
戸
良
行
著

句

の

薬

膳

渡

迭

啓

子

著

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ

l

ユ
ウ

ジ

ド

が

わ

か

る

本

今

井

裕

治

著

山
が
笑
う
村
が
沈
む
熊
本
日
日
新
聞
編

ザ
ン

マ

世
界

釣

魚

放

浪

記

残

問

正
之
著

男
、
清
原
ど
こ
へ
行
く
中
回
潤
著

さ
れ
ど
君
は
微
笑
む

北
方
謙
三
著

チ
ン
ン
ユ
ン
ン
ン

桃

源

郷

上

・

下

陳

舜

臣

著

霧

笛

の

余

韻

森

村
誠
一
著

14 

中内吉曾斉桐f高安:
野田岡野藤 生Z橋東:

康道綾 典克能3
翠f夫夫子栄2子彦明I
著著著著著著著著

漂
流
ト
ラ

ッ
ク

天

を

衝

く

上

・
下

千
の
プ
ラ
イ
ド

四
国
殺
人
遍
路

狂
王
へ
ロ
デ

フ
ユ
不

ジ
パ
ン
グ
の
艦
上
・下

箸
墓
幻
想

千
円
賛
沢

あ
の
世
の
マ
ル
ク
ス

カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ラ
ッ
シ
著

危
険
な
道
ク
リ
ス
・
ネ
ル
ス
コ
ッ
ト
著

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
贈
り
物

ア
l
ミ
ス
テ
ッ
ド
・
モ

l
ピ
ン
著著

断

部

L
M
投

，U
』
守
命

l

ち

聞
の
新

い
日毎

そ
の
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す

か
?
遺
伝
子
治
療
、
臓
器
移
植
、
ク
ロ

ー
ン
技
術
、
代
理
母
、
告
知
、
末
期
医

療
、
安
楽
死

・
尊
厳
死

・
・・
。
最
先
端

医
療
に
直
面
し
た
患
者
と
そ
の
家
族
の

決
断
を
追
い
、
い
の
ち
の
意
味
に
迫
る

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
}

戸
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
」

二
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲
藩
君
命
録
」

講
師

芳
我
一
章
先
生

日
時

2
月
幻
日
制

9
時
却
分
1
日
時
加
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日
・

2
月
ロ
日

-m日
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消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

消
費
者
行
政
に

一
般
消
費
者
の
意
見

を
反
映
さ
せ
、
公
正
取
引
委
員
会
の
仕

事
に
消
費
者
の
立
場
か
ら
協
力
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
比
年
度
も
新
た
に

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
(
任
期
は
平
成
M
年

4
月
1
平
成
日
年
3
月
末
)
を
募
集
し

ま
す
。

応

募

資

格

却
歳
以
上
の
消
費
者

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
次
の
事
項

を
記
入
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
事
項
①
住
所
、
②
氏
名
、

①
年

齢、

④
電
話
番
号
、

⑤
職
業
、
⑤
各
種

モ
ニ

タ
ー
経
験
の
有
無
、
⑦
家
族
構
成

(
続
柄
、
年
齢
、
職
業
)
、
@
最
寄
り
の

駅
ま
で
の
所
要
時
間
、

⑨
応
募
し
た
理

由

(1
0
0
字
程
度
)

募
集
期
間

平
成
弘
年
1
月
7
日
間
1

2
月
8
日
幽
(
当
日
消
印
有
効
)

モ
ニ
タ
ー
の
役
割
・
謝
礼
な
ど

モ
ニ
タ
ー
研
修
会
(
年
2
回
)
に
出

席
す
る
こ
と
。
ア
ン
ケ
ー
ト
(年
数
回
)

に
回
答
す
る
こ
と
。
消
費
者
と
し
て
の

意
見
や
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
で

す
。
研
修
会
へ
の
出
席
旅
費
及
び
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
の
通
信
費
は
、
当
委
員
会

で
負
担
し
、
謝
礼
は
、
年
額
1
万
2
千

円
(
上
限
)
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

忠
誠
刷
出

表番

の
当

者

水

業

漏

道

急

水

緊

央建設棚
倉 24-3556
嫁鉄工 F庁
舎 25-0300

中2月2日比)

応
募

・
問
い
合
わ
せ
先

干

7
6
0
0
0
6
8

高
松
市
松
島
町
1

口

お

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
近
畿
中
四

国
事
務
所
四
国
支
所
総
務
課

合

0
8
7
・
8
3
4
・
1
4
4
1

最
低
賃
金
改
定
の
お
知
5
せ

愛
媛
労
働
局
で
は
、
産
業
別
最
低
賃

金
を
改
正
し
、

ロ
月
お
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
正
後
の
賃

金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

パ
ル
プ
、
紙
製
造
業
最
低
賃
金

1
日

5
、
8
6
9
円
・
1
時
間
7
3
4
円

一
般
機
械
器
具
製
造
業
者
最
低
賃
金

1
日
5
、
9
9
4
円・
1
時
間
7
5
0
円

電
機
機
械
器
具
製
造
業
者
最
低
賃
金

1
日
5
、
6
4
9
円
・
1
時
間
7
0
7
円

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造

業
最
低
賃
金

1
日
6
、
0
8
1
円・
1
時
間
7
6
1
円

各
種
商
品
小
売
業

-
日
5
、
3
2
6
円
・
1
時
間
6
6
6
円

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

合

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

合

0
8
9
4
・
2
2
・

1
7
5
0

神田鉄工所

会 24-4122
南 設備

ft25-4684 

戸電業社

合 25-2944
保鉄工所

ft26-0537 

土居鉄工所

ft24-4519 
佐々木鉄工
ft26-0875 

大

(葡

城

久

l側

神

2月3日(日)

2月9日出

2月10日(日)

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

愛
媛
県
で
は
、
県
営
東
大
洲
団
地
に

空
室
が
生
じ
た
と
き
に
入
居
で
き
る
補

欠
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

空
室
の
状
況

平
成
日
年
度
・・
・
0
戸

平
成
ロ
年
度

:
l
戸

平
成
国
年
度
・
・
・
0
戸

(平
成
日
年
日
月
初
日
現
在
)

空
室
は
年
間
0
1
1
戸
し
か
生
じ
ま

せ
ん
が
、
空
室
が
生
じ
た
場
合
に
入
居

す
る
順
番
を
前
も
っ
て
抽
選
で
決
定
し

て
お
き
ま
す
。

建
物
の
概
要

中
層
耐
火
3
階
建
、
3
D
K
、

l
戸

の
面
積
乃
・
日
平
方
メ
ー
ト
ル

申
し
込
み
受
付
期
間

平
成
凶
年
2
月
1
日
幽

1
ロ
日
例

受
付
時
間
・・
・
8
時
却
分
1
口
時

抽
選
日

平
成
日
年
3
月
1
日
幽

会

場

大
洲
市
田
口
甲
4
2
5
1
1

愛
媛
県
大
洲
総
合
庁
舎
3
階
会
議
室

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
土
木
事
務
所

建
築
指
導
係

合

@
5
1
2
1

(内
線
3
2
0
)

(軍司

(骨南予水道住設

公 25-1350
8寄)菊地浄化槽センター

ft24-0013 

松

情)星加 水道設備

ft26-0020 
浦建設 棚

倉 25-5335

2月11日(月)

2月16日仕)

•••••••••••••••••••••••••••••••• 

• 

…

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処

・

・
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

J
f

分
に
不
服
の
あ
る
人
の
申
し
立
て
を
受

・

…が
吠
民
話

J

昨
日
付
川

引
供
与
日
計
十
時
何
日

…

・
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
が

島
屋

の
制
度
で
す
。

…
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
検
察
審
査
会

后

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中

…

・
の
審
査
員
に
選
ば
れ
る
資
格
を
持
つ
」

ね

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
口
人
の
審
査
員

・

一
と
い
う
こ
と
で
す
。

-b
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
成
人
に
な

…

.

検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
の
仕

之

ら
れ
た
皆
さ
ん
が
選
ば
れ
た
と
き
は
、

・

…
事
に
国
民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
い

抑
-

進
ん
で
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
く
だ
さ

一

・
う
目
的
で
で
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

を

い
0

・

一
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
、
犯
罪
の
被
害

K
問
い
合
わ
せ
先

.

・
に
あ

っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の

'
ぺ

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内

-
に
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く

ず
札

大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局

・

一
れ
な
い
(
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
)
0

4

8
@
2
0
3
8

…

••••••••••••••••••••••••••••••••• 
2
月
7
日
は
北
方
領
土
の
日

断
固
た
る

決
意
と
熱
意
で

四
島
(
し
ま
)
返
還

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
長
賞
標
語

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
国
土
交
通
省
「
第
3
回
四
国
の
み
ち

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
展

1
月
却
日
例

1
2
月
3
日
間
間

V
銅

F
O
U
R
婚
展
i
水
関
裕
二

・
頼

森 設備

ft25-4023 
宮元建設

ft25-0242 

丸電工業

ft24-5351 
谷本建設工業側

包 24-5161

村

三原設備

ft24-3783 
上工業棚
倉 24-3141

徳

(紛

情)

領)

2月17日(日)

2月23日出

2月24日(日)

子

・
信
恵

・
有
理
恵
「
油
彩

・
水
彩

展」

1

2
月
5
日
ω

1
2
月
口
日
間

V

「
池
田
加
志
子
」
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
展

2
月
四
日
附

1
2
月
但
日
制

V

「
嵯
峨
御
流
い
け
ば
な
」
展

2
月
羽
目
ω

1
3
月
3
日
間

展
示
時
間
叩
時
1
げ
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

『
・
閑
出
回
悶
坦
国
E
E
B
E
E

-

連
載
の
ふ
る
さ
と
再
発
見
(
最
後
の

.

ペ
ー
ジ
)
は
今
月
で
最
終
回
。
各
地
区

圃

か
ら
の
楽
し
い
話
題
を
あ
り
が
と
う
ご

園

ざ
い
ま
し
た
。
内
容
を
見
て
い
く
と
、

E

ほ
か
の
地
区
に
は
な
い
特
色
や
大
洲
市

川

と
し
て
の
共
通
点
に
、
皆
さ
ん
も
気
づ

げ

か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日

今
、
市
町
村
合
併
が
話
題
と
な

っ
て

U

い
ま
す
。
近
隣
の
ま
ち
の
様
子
が
気
に

E

な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ

.

か
ら
こ
そ
、
ふ
る
さ
と
大
洲
を
見
つ
め

園

な
お
す
こ
と
も
大
切
か
な
?

(や
)

15 
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内
相 談 内 容 日 時 な ど 場 戸庁 な ど 聞い合わせ先

交通事 故相談 2 月 8 日(金)/10時~ 1 5時 市役所 5階会議室 総務財政課父通安全係
(愛媛県) 2 月 25日 (月 )/10時~ 1 5時 市役所3階会議室 ft24-2111 内線323

人 f雀 キ目 談 2 月 1 5日 (金)/1 0時~ 1 2時 平公民館
急ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省) 2 月 1 9日 (火)/1 0時~15時 市役所 3階会議室

人権擁護委員による 毎週月水-金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 ヰ目 談 所 9 時~ 1 6時(1:木目を除く) 人権相談室

イ'ヲー 政 ヰ目 談 2 月 20日 (水)/ 9 時~ 1 2時 市役所3階会議室
急ぐときは ft24-5072 (山本)

(総務省) ft24-4294 (辻)

社会保険相談
2 月 5 日 (火)/1 0時~ 1 5時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

2 月 20日 (水)/1 0時~ 1 5時30分 公 089-925-5105

不動産無料相談 2 月 1 5日 (金)/ 9 時~ 1 6時 宅建協会大洲支部 同上田喜六不動産 ft24-4452 

定期税務相談 2 月 8 日 (金)/10時~ 1 5時 大洲商工会議所 大洲税務署 まま24-3115

l 一般相談 毎週月 -水-金曜日
社会福祉協議会相談室心配ごと ll法律相談 毎週火曜日

談 l介護相談 毎週木曜日 (総合福祉センター1階) 社会福祉協議会 合23-0313
ヰ目 l電話相談 10時~ 1 2時、 1 3時~ 1 6時 (直通)合23-5629

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所局齢福祉課 合24-2111 内線177

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 ft24-6100 
何 で も相談 大洲福祉会館 ft25-0947 

青少年相談 電 話 毎日の執務時間中 青少年センター 合24-7830

ふれ愛スクールヰ目談霞舌 毎日の執務時間中 国.1L大洲青年の家 ft24-1414 

案と

--‘ 
ιー談本目

※いすれも無料です。お気軽にご相談ください。

感
画
⑨
電
盤
圏
骨
翁
圃
駒
第
日
回

〔
最
終
回
〕

肱
川
と
と
も
に
暮
ら
し
た
先
人
た
ち

(肱北

代
が
あ
り
ま
し
た
。

流
域
の
様
々
な
物
産
が
舟
で
運
ば
れ
、
肱
川
を
行
き
来
し
た
時

そ
ん
な
当
時
の
様
子
に
由
来
す
る
地
名
が
肱
北
地
区
に
も
残
つ

て
い
ま
す
。
渡
場

(わ
た
し
ぱ
)
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
人
や
物

を
対
岸
へ
渡
す
場
所
の
こ
と
で
、
こ
こ
に
は
ナ
ゲ
と
呼
ば
れ
る
石

積
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

藩
政
時
代
の
記
録
に
よ
る
と
、
3
年
に

1
回
の
割
合
で
洪
水
が

今
回
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
肱
北
公
民
館
の
田
中
さ
ん
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
き
て
い
た
と
い

う
肱
川
。
ナ
ゲ
は

水
の
流
れ
を
川
の

中
心
部
に
導
き

洪
水
な
ど
に
備
え

る
た
め
に
築
か
れ

た
も
の
で
、
肱
川

を
治
め
て
き
た
昔

の
人
々
の
努
力
が

し
の
ば
れ
ま
す
。

企今も残るナゲと呼はれる石積は、川の流れをうま

く制御する効果があるといわれています。

大洲市内の交通事故

12月末現在 昨年同期

件 数 285 304 

負傷者 353 421 

死者 6 5 

市民の動き

平成13年12月31日現在

39，293人(+18) 出生 31人(+2) 

18，709人(+10) 死亡 31人(-2) 

20，584人(+ 8) 

14，632世帯(+ 8) 

人 口

男

女

世帯数

今月の納税は

固定資産税4期

16 

( )内は対前月比納期は 2月28日です
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